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江
戸
を
中
心
に
出
版
文
化
が
花
開
い
た
江
戸
時
代
の
中
後

期
以
降
、
出
版
物
は
一
部
の
知
識
人
だ
け
で
な
く
庶
民
の
間

に
も
広
く
普
及
す
る
。

　

多
く
の
場
合
、
出
版
物
は
三
都
（
江
戸
・
大
坂
・
京
都
）

で
出
版
さ
れ
、
行
商
人
な
ど
を
通
じ
て
全
国
各
地
の
人
々
の

手
に
渡
り
、
長
く
愛
読
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
に
残

る
江
戸
時
代
の
出
版
物
の
大
半
は
三
都
の
板
元
製
で
あ
る
の

が
通
例
で
あ
る
が
、
そ
の
地
方
で
出
版
さ
れ
た
も
の
も
皆
無

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

本
県
域
に
関
し
て
言
え
ば
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
刊

の
「
信
達
卅
三
所
御
詠
歌
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
「
信
達
卅

三
所
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
信
達
三
十
三
観
音
霊
場
の
こ
と
で
、

現
在
で
も
信
達
地
方
一
帯
に
散
在
す
る
観
音
菩
薩
を
巡
礼
す

る
こ
と
で
御
利
益
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

同
書
に
は
、
各
霊
場
の
御
詠
歌
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
巡

礼
に
行
け
な
く
と
も
御
詠
歌
を
唱
え
る
こ
と
で
、
御
利
益
を

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
一
番
札
所
の
小
倉
寺

観
音
で
あ
れ
ば
、
「
お
く
ら
し
や　

ま
つ
ふ
く
か
せ
も　

お

の
づ
か
ら　

せ
ん
じ
ゆ
の
ち
か
い　

あ
ら
た
な
る
ら
ん
」
、

二
番
札
所
の
文
知
摺
観
音
は
「
き
の
ふ
見
し　

し
の
ぶ
も
ち

ず
り　

た
れ
な
ら
ん　

こ
ゝ
ろ
ほ
と
け
ぞ　

か
き
り
し
ら
れ

ず
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　

こ
の
詠
歌
集
は
、
伊
達
郡
白
根
村
（
現
伊
達
市
梁
川
町
）

の
村
人
で
あ
る
「
く
の
女
」
ら
が
願
掛
け
の
た
め
に
出
版
し

た
も
の
で
、
大
都
市
の
板
元
が
出
版
し
た
商
業
出
版
物
と
比

べ
る
と
、
紙
質
も
悪
く
、
彫
り
や
刷
り
の
技
術
も
劣
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
出
版
に
踏
み
切
っ
た
と
こ
ろ

に
発
願
人
た
ち
の
思
い
の
強
さ
を
感
じ
ら
れ
ま
い
か
。

　

江
戸
時
代
の
出
版
物
は
、
一
点
物
の
古
文
書
と
比
べ
る
と

歴
史
資
料
と
し
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、

こ
う
し
た
ご
当
地
出
版
物
は
そ
の
地
域
の
人
々
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
貴
重
な
存
在
と
言
え
よ
う
。 

（
山
田 

英
明
）
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元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
か
ら
元
和
九

年
に
か
け
て
初
期
米
沢
藩
で
は
藩
内
上
層

部
の
交
替
や
藩
主
の
代
替
わ
り
な
ど
が
相

次
ぎ
、
在
地
の
権
力
構
造
に
も
微
妙
な
変

化
が
生
じ
た
。
具
体
的
に
は
、
元
和
八
年

二
月
十
八
日
に
米
沢
藩
奉
行
で
あ
っ
た
平

林
正
恒
が
死
去
し
、
保
原
館
将
の
志
駄
義

秀
が
平
林
に
代
わ
っ
て
政
務
奉
行
に
就
い

た
。
ま
た
、
翌
年
三
月
二
十
日
に
は
初
代

米
沢
藩
主
の
上
杉
景
勝
が
没
し
、
嫡
男
の

上
杉
定
勝
が
第
二
代
米
沢
藩
主
に
就
任
し

た
。
し
か
し
、
定
勝
は
ま
だ
若
く
、
藩
内

で
宿
老
的
な
立
場
で
あ
っ
た
志
駄
が
定
勝

を
全
面
的
に
補
佐
す
る
こ
と
に
な
り
、
藩

内
に
お
け
る
志
駄
の
政
治
的
な
立
場
が
飛

躍
的
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
定
勝
の
志

駄
義
秀
亭
へ
の
御
成
り
は
三
十
四
回
を
数

え
、
志
駄
の
保
原
の
別
荘
へ
の
御
成
り
も

二
回
確
認
さ
れ
、
い
か
に
定
勝
が
志
駄
を

信
頼
し
て
い
た
か
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

　

元
和
八
年
十
月
二
十
三
日
に
志
駄
は
、

堀
江
与
五
右
衛
門
尉
と
渡
部
新
左
衛
門
尉

の
両
者
を
「
東
根
大
肝
煎
」
に
任
じ
、
そ

の
知
行
高
と
し
て
両
者
に
二
十
五
石
宛
与

え
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
堀
江
が
伊
達
郡
東

根
郷
全
体
を
差
配
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に

東
根
郷
は
上
郷
と
下
郷
に
分
割
さ
れ
、
渡

部
が
上
郷
を
、
堀
江
が
下
郷
を
そ
れ
ぞ
れ

差
配
す
る
枠
組
み
に
変
化
し
た
。

　

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
七
月
二
日
、

義
秀
は
渡
邊
（
渡
部
）
新
左
衛
門
尉
に
対

し
、
「
東
根
惣
肝
煎
」
に
任
じ
、
そ
の
知

行
と
し
て
百
石
を
与
え
た
。
百
石
の
内
訳

は
、
二
十
五
石
は
堀
江
与
五
右
衛
門
尉
の

持
ち
分
か
ら
、
三
十
二
石
七
斗
は
平
林
正

恒
の
新
田
開
作
免
許
状
に
よ
っ
て
開
墾
し

た
分
、
四
十
二
石
三
斗
は
元
和
九
年
の
検

地
の
手
作
地
の
見
出
し
分
、
の
三
口
よ
り

な
っ
て
い
る
。
堀
江
か
ら
召
し
上
げ
た

二
十
五
石
は
、
元
和
八
年
に
「
東
根
大
肝

煎
」
と
し
て
堀
江
へ
宛
行
わ
れ
た
知
行
高

と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
「
寛
永
八
年

分
限
帳
」
に
よ
れ
ば
、
渡
部
の
石
高
は
百

石
と
な
っ
て
い
て
こ
の
文
書
の
記
載
と
合

致
す
る
が
、
か
つ
て
百
十
石
で
あ
っ
た
堀

江
の
石
高
は
二
十
石
と
激
減
し
て
い
る
。

　

直
江
兼
続
や
平
林
と
の
人
的
関
係
で
勢

力
を
伸
長
さ
せ
た
堀
江
、
志
駄
に
よ
っ
て

抜
擢
さ
れ
た
渡
部
、
両
者
は
東
根
郷
の
差

配
を
め
ぐ
っ
て
熾
烈
な
競
合
関
係
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

　

幕
臣
の
平
岡
文
次
郎
元
智
は
、
天
保
八

年
（
一
八
三
七
）
五
月
よ
り
南
山
御
蔵
入

領
（
現
南
会
津
郡
及
び
大
沼
郡
の
大
半
な

ど
）
を
支
配
し
た
代
官
で
あ
る
。
領
民
の

窮
状
に
対
処
し
た
様
々
な
施
策
を
講
じ
た

こ
と
で
知
ら
れ
、
な
か
で
も
、
叶

か
の
う

津づ

村
（
現

只
見
町
）
と
越
後
国
蒲
原
郡
吉よ

し

ヶが

平ひ
ら

村
（
現

新
潟
県
三
条
市
）
を
結
ぶ
山
路
「
八は

ち

十
じ
ゅ
う

里り

越ご
え

」
の
改
修
を
推
し
進
め
た
功
績
で
有
名

で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
岡
は
着
任
早
々
か
ら
幾
度
も

廻
村
を
行
い
、
廻
村
を
重
視
し
て
い
た
。

廻
村
に
際
し
、
平
岡
の
尋
ね
に
応
じ
て
各

村
が
作
成
し
た
書
上
帳
に
は
、
天
明
飢
饉

以
後
の
村
民
の
減
少
人
数
や
、
特
産
品
、

余
業
、
穀
物
の
生
産
量
、
村
内
の
飯
米
の

需
要
見
込
量
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
民

情
に
関
心
を
抱
く
平
岡
の
姿
勢
が
顕
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
廻
村
時
に
平
岡
は
、
郷

頭
ら
に
産
子
養
育
方
を
諭
し
、
産
子
養
育

方
の
書
物
を
各
村
へ
一
冊
ず
つ
与
え
る
よ

う
命
じ
た
と
さ
れ
、
廻
村
を
通
し
て
、
子

育
て
支
援
・
人
口
増
加
に
努
め
た
。

　

平
岡
の
廻
村
の
様
子
と
彼
の
人
と
な
り

を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
「
萬
書
留
手
扣
」

（
檜
枝
岐
村
文
書
二
九
三
）
を
示
し
た
い
。

本
書
は
、
檜
枝
岐
村
名
主
を
務
め
た
星
家

が
編
纂
し
た
年
代
記
で
、
天
保
十
年
五
月

の
檜
枝
岐
村
廻
村
に
触
れ
て
い
る
。

　

平
岡
は
同
月
四
日
・
五
日
に
木と

く

さ賊
村
・

大
桃
村
（
と
も
に
現
南
会
津
町
）
宿
泊
、

翌
六
日
檜
枝
岐
村
へ
入
っ
た
と
い
う
。
村

境
で
村
役
人
が
出
迎
え
、
名
主
の
星
縫
殿

之
助
の
案
内
に
よ
り
、
平
岡
は
村
の
高
い

所
ま
で
廻
っ
た
。
そ
し
て
、
ご
当
地
の
「
立

蕎
麦
」
を
披
露
さ
れ
た
平
岡
は
、
夕
飯
に

立
蕎
麦
を
出
す
よ
う
命
じ
た
と
あ
る
。
立

蕎
麦
と
は
、
今
も
名
物
の
「
裁
ち
そ
ば
」

で
あ
る
。
蕎
麦
を
切
る
際
、
定
規
を
用
い

ず
包
丁
で
巧
み
に
裁
つ
術
に
因
ん
で
呼
ば

れ
、
蕎
麦
の
風
味
と
相
俟
っ
て
檜
枝
岐
名

産
と
さ
れ
た
。
蕎
麦
を
食
べ
た
平
岡
の
反

応
に
つ
い
て
、
「
至
而
御
好
物
之
由
ニ
而

御
賞
翫
被
遊
候
」
と
記
し
て
お
り
、
平
岡

は
裁
ち
そ
ば
を
気
に
入
り
、
よ
く
味
わ
っ

て
食
べ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
平
岡
は
古
物
を
見
せ
る
よ
う

命
じ
、
古
刀
の
守
恒
ノ
刀
や
国
境
絵
図
な

ど
が
披
露
さ
れ
た
。
翌
朝
に
は
、
村
役
人

の
働
き
ぶ
り
を
誉
め
、
農
山
業
に
励
む
よ

う
細
々
と
言
い
付
け
、
特
に
火
の
用
心
を

大
切
に
す
る
よ
う
言
い
渡
し
た
。
最
後
に

口
留
番
所
を
視
察
し
て
檜
枝
岐
村
廻
村
を

終
え
た
。
な
お
、
平
岡
は
駕
籠
を
使
わ
ず

歩
き
、
賄
い
は
一
汁
一
菜
の
み
で
、
酒
は

求
め
な
か
っ
た
と
あ
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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日
本
が
万
国
博
覧
会
に
初
め
て
参
加
し

た
の
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
パ

リ
万
博
で
あ
っ
た
。
開
国
し
て
間
も
な

い
東
洋
の
小
国
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
ブ
ー
ム
を

呼
び
起
こ
す
。

　

世
界
各
国
が
自
国
の
文
化
や
産
物
を
陳

列
す
る
万
博
は
、
新
興
国
で
あ
る
日
本
が

国
際
社
会
に
存
在
感
を
示
す
絶
好
の
機
会

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
日

本
な
ら
で
は
の
出
品
物
の
確
保
と
品
質
の

維
持
・
向
上
が
重
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
政
府
は
内
国
勧
業
博
覧
会
を

開
催
す
る
こ
と
で
国
内
産
業
の
底
上
げ
を

は
か
り
、
府
県
も
勧
業
行
政
を
通
じ
て
地

場
産
業
の
育
成
に
努
め
た
。
さ
ら
に
、
万

博
へ
の
出
品
が
決
ま
る
と
、
府
県
庁
か
ら

産
地
へ
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
出
品
物
の
製

作
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
と
指
導
監
督
が

行
な
わ
れ
る
。

　

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
開
催
の

セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
に
相
馬
焼
が
出
品
さ

れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
、
前
年
十
二
月
付

け
の
県
知
事
宛
の
復
命
書
を
見
て
み
よ

う
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
相
馬
焼
」
と

は
、
大
堀
陶
器
組
合
（
現
浪
江
町
）
出
品

の
大
堀
相
馬
焼
と
中
村
町
田
代
清
次
右
衛

門
（
現
相
馬
市
）
出
品
の
相
馬
駒
焼
の
双

方
を
指
し
て
い
る
。

　

ま
ず
前
者
に
つ
い
て
は
、
「
未
タ
完
成

ニ
至
ラ
ス
〔
中
略
〕
全
貌
ヲ
窺
フ
コ
ト
能

ハ
ス
ト
雖
モ
従
来
ノ
製
造
品
ニ
比
シ
テ
ハ

形
状
温
雅
大
ニ
面
目
ヲ
改
メ
タ
ル
ヤ
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
後
者
の
相
馬
駒

焼
に
つ
い
て
も
「
同
シ
ク
半
成
品
」
で
は

あ
る
が
、
「
砂
焼
花
瓶
ニ
至
リ
テ
ハ
本
人

ノ
最
モ
得
意
ト
ス
ル
處
ナ
レ
ハ
是
亦
タ
完

全
ナ
ル
作
品
ヲ
得
ラ
ル
ヘ
キ
ト
信
セ
リ
」

と
述
べ
ら
れ
る
。

　
　

要
ス
ル
ニ
両
地
ト
モ
本
年
ノ
大
阪
博

　
　

覧
会
ノ
大
活
劇
ニ
依
リ
大
ニ
覚
醒
セ

　
　

ラ
レ
井
蛙
ノ
陋
見
ヲ
脱
シ
意
匠
モ
嶄

　
　

新
ヲ
加
ヘ
趣
味
モ
自
ラ
高
尚
ト
ナ
リ

　
　

斯
業
ノ
面
目
ヲ
改
ム
ル
ニ
至
リ
タ
ル

　
　

カ
如
シ
故
ニ
今
回
ノ
聖
路
易
博
覧
会

　
　

ノ
出
品
ニ
付
テ
ハ
一
同
奮
テ
精
巧
ノ

　
　

品
ヲ
製
出
セ
ン
コ
ト
ヲ
盟
ヘ
リ

　

こ
の
時
期
、
相
馬
焼
を
取
り
ま
く
景
況

は
芳
し
く
な
か
っ
た
が
、
大
阪
博
覧
会
（
第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
）
で
の
好
成
績
に

よ
り
売
り
上
げ
は
回
復
基
調
に
あ
り
、
万

博
を
機
に
飛
躍
を
遂
げ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
期
待
に
応
え
、

セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
で
は
相
馬
駒
焼
が
銀

賞
を
獲
得
す
る
。 

（
山
田 
英
明
）

　

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
一
月

三
日
、
日
本
画
家
の
勝
田
蕉
琴
（
良
雄
、

一
九
六
三
年
没
）
は
、
勝
田
満み

つ
な
り業

の
四
男

と
し
て
現
在
の
福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町

字
新
町
に
生
ま
れ
た
。
良
雄
は
十
代
前
半

の
頃
に
会
津
を
代
表
す
る
日
本
画
家
の
野

出
蕉

し
ょ
う

雨う

（
平
八
）
に
師
事
し
、
「
蕉
琴
」

の
号
を
授
か
っ
て
い
る
。
勝
田
蕉
琴
の
作

品
や
年
譜
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
立
美
術

館
他
編
集
『
反
骨
の
日
本
画
家 

勝
田
蕉

琴
展
』
図
録
（
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
く
、

研
究
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。

　

蕉
琴
は
三
十
歳
前
後
か
ら
白
木
屋
呉
服

店
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
が
、
県
内
で
は

こ
の
事
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

白
木
屋
呉
服
店
は
、
明
治
三
十
七
年
七

月
七
日
に
Ｐ
Ｒ
誌
『
家
庭
の
し
る
べ
』
を

創
刊
し
、
同
三
十
九
年
一
月
五
日
に
は
『
流

行
』
と
改
題
し
た
。
題
名
が
示
す
よ
う
に

先
行
す
る
同
業
の
三
越
呉
服
店
の
Ｐ
Ｒ
誌

『
時
好
』
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。

　

蕉
琴
は
、
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
て
「
降

魔
」
を
発
表
し
た
明
治
四
十
年
十
月
頃
に

は
白
木
屋
呉
服
店
の
意
匠
部
嘱
託
画
家

と
な
っ
た
。
白
木
屋
呉
服
店
は
、
明
治

四
十
一
年
四
月
頃
に
は
文
学
者
の
戸
川
残

花
（
安や

す
い
え宅

）
を
意
匠
部
の
顧
問
と
し
て
招

聘
し
、
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。
蕉
琴
は

嘱
託
画
家
の
な
か
で
も
有
力
で
あ
っ
た
よ

う
で
、
遅
く
と
も
明
治
四
十
二
年
十
月
頃

に
は
意
匠
部
係
長
と
な
り
、
明
治
四
十
三

年
七
月
ま
で
在
職
が
確
認
さ
れ
る
。

　

蕉
琴
は
、
明
治
四
十
一
年
二
月
一
日
発

行
の
『
流
行
』
第
五
年
二
月
号
の
表
紙
を

始
め
と
し
て
、
合
作
を
含
め
十
冊
の
表
紙

絵
を
描
い
て
い
る
。
多
く
の
表
紙
絵
は
無

題
で
あ
る
が
、
そ
の
月
の
歳
時
が
題
材
に

な
っ
て
お
り
、
明
治
四
十
二
年
十
二
月
一

日
発
行
の
上
掲
の
表
紙
絵
（
館
蔵
）
の
題

は
「
雪
」
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
「
な
で

し
こ
」「
雪
」（
上
掲
と
別
）「
梅
」「
宵
月
」

な
ど
の
蕉
琴
の
作
品
や
、
意
匠
部
嘱
託
画

家
で
あ
っ
た
三
浦
北
峽
と
の
合
作
「
紅
の

局
月
下
擣と

う

衣い

之
図
」
「
土つ

ち
ぐ
も蜘

」
な
ど
の
作

品
が
『
流
行
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
蕉
琴
は
明
治
四
十
二
年
七
月
一

日
発
行
の
『
流
行
』
第
六
年
七
月
号
、
第

六
年
十
二
月
号
か
ら
明
治
四
十
三
年
十
二

月
一
日
発
行
の
第
七
年
十
二
月
号
ま
で
の

編
集
兼
発
行
者
も
務
め
て
い
た
。
奥
付
に

は
「
東
京
市
本
郷
区
駒
込
上
富
士
前
町
三

番
地　

勝
田
良
雄
」
と
当
時
の
蕉
琴
の
住

所
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）
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『流行』第6年 12月号の表紙

復命書（明治・大正期の
福島県庁文書 2958）



　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
下
の
銃
後
社
会

で
は
、
出
征
・
前
線
兵
士
の
戦
意
高
揚
お

よ
び
慰
労
を
目
的
と
し
て
、
慰
問
文
や
慰

問
品
の
贈
与
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
の
日
中
戦
争
勃
発
以
来
戦

時
色
が
濃
厚
と
な
っ
て
い
た
教
育
現
場
で

は
か
か
る
活
動
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
学
校
側
は
授
業
や
学
校
行
事
を
通
し

て
児
童
・
生
徒
の
兵
士
慰
問
に
対
す
る
意

識
を
涵
養
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
示
す
史
料
の
一
例
と
し

て
、
「
慰
問
部
隊
」
（
西
大
枝
区
有
文
書

九
八
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
史
料
は
、

伊
達
郡
に
か
つ
て
存
在
し
た
大
木
戸
国
民

学
校
（
の
ち
の
大
木
戸
小
学
校
）
の
昭
和

十
七
年
度
初
等
科
六
年
生
が
学
芸
会
で
披

露
し
た
演
劇
の
台
本
と
推
定
さ
れ
る
。

　

演
劇
の
あ
ら
す
じ
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
場
面
設
定
は
、
出
征
を
翌
日
に
控

え
た
と
あ
る
兵
舎
の
前
で
あ
っ
た
。
出
征

前
日
に
な
っ
て
も
な
お
派
遣
地
が
知
ら
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
兵
士
た
ち
が
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
方
面
か
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
方
面
か
で

口
論
と
な
る
中
、
「
大
木
戸
村
少
女
慰
問

部
隊
」
の
た
す
き
を
掛
け
た
多
数
の
少
女

が
中
隊
長
に
連
れ
ら
れ
て
登
場
す
る
。
少

女
た
ち
は
勝
栗
、
ア
ン
ポ
柿
・
桜
桃
と

い
っ
た
地
域
名
産
品
、
菓
子
、
下
着
な
ど

の
「
立
派
な
」
慰
問
品
を
彼
ら
に
手
渡
す

が
、
十
分
な
金
も
品
物
も
持
た
な
い
光
子

と
い
う
少
女
は
亡
母
の
形
見
で
あ
る
「
お

粗
末
な
」
古
い
人
形
を
差
し
出
し
た
。
こ

れ
は
自
身
の
命
ほ
ど
大
事
な
も
の
で
あ
る

が
、
戦
死
し
た
兄
の
代
わ
り
に
戦
場
へ
連

れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、
お
国
の
た
め
に
尽

く
さ
せ
て
ほ
し
い
と
光
子
は
言
う
。
兵
士

た
ち
は
そ
の
心
持
ち
に
感
激
し
、
も
ら
っ

た
慰
問
品
を
食
べ
な
が
ら
少
女
た
ち
の
学

芸
を
観
覧
す
る
場
面
で
幕
を
閉
じ
る
。

　

物
語
の
展
開
上
特
徴
的
な
の
は
、
「
立

派
な
」
慰
問
品
の
内
容
以
上
に
、
光
子
が

「
お
粗
末
な
」
人
形
の
贈
与
に
込
め
た
思

い
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
慰
問
活
動
は
銃
後

国
民
の
心
情
面
に
お
け
る
戦
争
参
加
を
求

め
る
も
の
で
、
ゆ
え
に
慰
問
品
は
経
済
的

価
値
よ
り
も
精
神
性
が
重
視
さ
れ
た
と
い

う
。
当
劇
は
か
か
る
心
情
や
精
神
性
を
正

し
く
主
題
に
据
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
慰
問
活
動
に
対
す
る

意
識
を
高
揚
さ
せ
る
演
劇
を
通
じ
て
、
出

演
す
る
児
童
も
観
劇
す
る
児
童
も
そ
の
意

識
を
徐
々
に
発
現
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

（
片
村 
峰
雪
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

「
江
戸
時
代
の
出
版
文
化
」

「
江
戸
時
代
の
出
版
文
化
」

　

江
戸
時
代
の
人
々
を
魅
了
し
た
、
板
本

や
一
枚
刷
り
な
ど
の
出
版
物
を
取
り
上
げ

た
展
示
で
す
。
当
時
の
人
々
が
出
版
物
を

通
じ
て
い
か
な
る
知
識
や
情
報
を
得
て
い

た
の
か
、
あ
る
い
は
出
版
物
の
な
か
で
福

島
県
域
が
ど
の
よ
う
描
か
れ
て
い
る
の
か

な
ど
を
、
当
館
収
蔵
資
料
を
用
い
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
「
明

治
時
代
の
白
水
阿
弥
陀
堂
」
も
同
時
開
催

し
て
い
ま
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
七
月
二
十
一
日
（
月
・

祝
）
ま
で

【
解
説
会
】
六
月
二
十
九
日
（
日
）
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
五
十
分
程
度

水
郡
線
応
援
「
東
白
川
郡
の
古
文
書
―
鮫

水
郡
線
応
援
「
東
白
川
郡
の
古
文
書
―
鮫

川
村
編
―
」

川
村
編
―
」

　

水
郡
線
全
線
開
通
か
ら
九
十
年
が
経
過

し
、
水
郡
線
活
性
化
を
応
援
す
る
た
め
、

水
郡
線
沿
線
地
域
（
東
白
川
郡
）
ゆ
か
り

の
古
文
書
を
取
り
上
げ
る
第
二
弾
の
展
示

で
す
。
鮫
川
村
に
関
係
す
る
古
文
書
を
展

示
し
、
棚
倉
藩
の
検
地
、
寺
西
封た

か
も
と元

の
小

児
養
育
政
策
、
幕
府
巡
見
使
を
迎
え
る
村

の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
ト

ピ
ッ
ク
ス
展
「
ふ
く
し
ま
の
、
い
ま
か
ら

８
０
年
前
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

【
会
期
】
八
月
九
日
（
土
）
～
十
一
月

二
十
四
日
（
月
・
振
休
）
ま
で

【
解
説
会
】
八
月
九
日
（
土
）
、
十
月
五
日

（
日
）
、
十
一
月
八
日
（
土
）
、
各
回
と
も

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
五
十
分
程
度

二
、
古
文
書
講
座

二
、
古
文
書
講
座

　

や
や
中
級
者
を
対
象
に
、
当
館
が
収
蔵

す
る
江
戸
時
代
初
期
の
米
沢
藩
に
関
す
る

古
文
書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
武
家
の
文

書
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
や
信
達
地
域
の

歴
史
を
史
料
に
基
づ
い
て
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

【
日
時
】
八
月
四
日
（
月
）
、
八
月
十
九

日
（
火
）
、
十
月
二
十
二
日
（
水
）
、
十
一

月
五
日
（
水
）
、
各
回
と
も
午
前
十
時
～

十
二
時
ま
で

【
会
場
】
福
島
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
セ

ン
タ
ー
・
ア
オ
ウ
ゼ
大
活
動
室

【
定
員
】
百
名
（
要
事
前
申
込
、
先
着
順
）

三
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

三
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
の
資
料
閲
覧
を

最
優
先
と
し
ま
す
。
詳
細
や
最
新
の
情
報

は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
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学
芸
会
で
演
じ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　

兵
士
慰
問
劇

令
和
七
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
七
年
四
月
～
令
和
七
年
九
月
）

慰問部隊
（西大枝区有文書 981）


